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混乱を招く来年１０月からの消費税増税の中止を求める意見書 

 

 

政府は２０１９年１０ 月から消費税率を上げようとしている。 

しかしこの間、来年の増税実施に関わり、外食と食料品の複数税率の

導入やプレミアム商品券やポイント還元などが検討されている。 

また複数税率のもとでインボイス制度を導入する予定となっている。

インボイス制度は商品やサービスの売買の際、売り手が買い手に発行す

る書類である。中小企業にとっては８％と１０％が混在する場合など、

煩雑な実務負担が必要となってくる。 

またインボイスを発行できるのは課税業者のみとなっており、売り上

げ１,０００万円以下の免税業者はこのインボイスを発行できないとな

っている。 

実施まで１ 年足らずで始まる消費税増税は、多くの国民に理解でき

ないものであり、中小零細業者や消費者である国民生活に混乱を招くこ

とは必至である。来年１０月からの消費税増税はもっと議論を尽くす必

要がある。 

よって混乱を招く来年１０月からの消費税増税の中止を求めるもの

である。 

 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

 

 

 

平成３０年１２月１８日 

                                           京都府向日市議会 


